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Farquhar et al. (1980) の光合成生化学モデルを基にすると、(i) RuBP (リブロースビスリン酸) カ
ルボキシル化能力 (Vcmax) の温度依存性の変化、(ii) RuBP 再生能力 (Jmax) の温度依存性の変化、
(iii) Jmax と Vcmax のバランスの変化、(iv) 葉内 CO2 濃度 (Ci) の変化、(v) Ci の温度依存性の変化の
いずれかに帰することができる (Hikosaka et al. 2006)。 




大きな役割を持つことが指摘されている。Bush et al. (2007) はたとえ高温環境でも日長の減少に









北海道大学苫小牧研究林 (42°40′N, 141°36′E) に自生するコナラ成木の大枝の四方を 1.8m × 
1.8m × 1.8m のアクリル板で囲み (open top canopy chamber : OTCC)、OTCC 内部の気温を上昇さ
せた (日中の平均葉温＋1.0℃)。2011 年と 2012 年の 6 月から 10 月にかけて月に一度、様々な






















合成の温度依存性に与える影響はそれら 2 つのサイト間で同じであるのか、(3) 異なる場合、
その違いにどのような生化学的メカニズムが関与しているのかを明らかにすることを目的とし
た。 
本研究では、北海道大学苫小牧研究林 (42°40′N, 141°36′E) を高緯度サイト、鳥取大学蒜山の
森 (35°17′N, 133°35′E) を低緯度サイトとし、調査を行った。2012 年の 6 月から 10 月にかけて
の月平均気温は、高緯度サイトでは 13.9、18.9、21.5、20.8、11.5℃、低緯度サイトでは 17.7、
22.7、23.6、19.4、12.7℃であった。高緯度・低緯度サイトに自生するコナラ成木の林冠でそれ
ぞれ OTCC を用いて気温を上昇させた (高緯度サイトの日中の平均葉温＋1.0℃; 低緯度サイト
の日中の平均葉温＋1.3℃)。高緯度サイトでは 2011 年と 2012 年の 6 月から 10 月にかけて、低
緯度サイトでは 2012 年と 2013 年の 6 月から 10 月にかけてそれぞれ月に一度、様々な CO2 濃
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鳥取大学蒜山の森に OTCC を設置し、2012 年から 2013 年の 2 年間同様の測定を行った。
その結果、苫小牧での温暖化は光合成能力に影響しなかったが、蒜山では光合成能力を下げ
るなど、影響に違いがあることが明らかになった。また、蒜山でも光合成速度の最適温度は
温暖化によって上昇したが、上限があって温度応答が頭打ちになることを見出した。 
 以上の結果から、温暖化は、高低緯度で共通の影響をもつ一方、緯度間で異なる影響も見
られ、単純化することが難しいことが明らかとなった。第一章の結果はすでに国際誌に公表
され、第二章の結果も高い評価を得ると期待できる。これらの成果は山口大輔が自立して研
究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，山口
大輔提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
 
